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〒550-0021 大阪市港区築港 3-4-25 

 TEL：06-6559-1212（代表） FAX：06-6559-1213 

 交 通 

電 車 地下鉄中央線大阪港駅下車徒歩３分 

市バス 大阪駅前より（88）天保山行 築港 1 丁目下車徒歩３分 

     なんば駅前より（60）天保山行 築港 1 丁目下車徒歩３分  

                                 （写真の 7・8 階が介護老人保健施設てんぽーざん） 

【施設概要】 
院 長 刀山 五郎 
開設日 2000 年（平成 12 年）3 月 
定員 100 名（一般棟 50 名・認知症専門棟 50 名） 

通所リハビリテーション定員 60 名 
土地・建物（㎡） 敷地面積 3,568.04 ㎡  延床面積 専用部 2,918.88 ㎡＋共用部 2,016.68 ㎡ 
基準関係 【各基本サービス費】介護老人保健施設Ⅰ、短期入所療養介護Ⅰ、介護予防短期入所療養介護Ⅰ、

通所リハビリテーションⅠ2、介護予防通所リハビリテーション 2 
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(2025 年 3 月現在) 
 
◆診療部 
 
【部署概要】 
多根介護老人保健施設てんぽーざんは、多根総合病院での急性期治療、あるいは多根脳神経リハビリテーション病院
での回復期治療を終えた方に加えて、地域における他院・他施設からのリハビリおよび介護ニーズが高く、かつ在宅
復帰や施設入所の意向のある方に対し、医師による医学的管理の下、看護師・介護士・リハビリ療法士・管理栄養士・
薬剤師・支援相談員等、多職種協働による専門的な管理を通じて、自立支援・家族支援をおこなっている施設です。24
時間の看取り・ターミナルケアにも対応しています。 
 
＜介護老人保健施設てんぽーざん 入所療養棟＞ 
 入所設備は 7 階と 8 階にそれぞれ 50 床ずつ計 100 床あり、特に 8 階は認知症専門棟となっています。介護を必要
とする利用者の自立を支援し、在宅復帰や施設入所を目的として、医師による医学的管理の下、看護・介護といったケ
アはもとより、作業療法士や理学療法士等によるリハビリテーション、また、栄養管理・食事・入浴などの日常サービ
スまで併せて提供しています。また、在宅サービスのひとつである短期入所療養介護により、介護者の急用やレスパ
イトにも対応しています。 
 ※長期入所…期間：1 ヶ月以上～3 ケ月程度。対象：要介護 1～5。 
 ※短期入所…期間：1 泊 2 日～最長 30 日。対象：要支援 1～要介護 5。 
 
＜介護老人保健施設てんぽーざん 通所リハビリテーション＞ 
 機能回復に重点を置いた医学的管理下でのデイケアすなわち、通いのリハビリテーションサービスを中心に提供し
ています。 
 ※通所リハビリ…対象：要支援 1～要介護 5。 

 
 
 
【診療・部署体制】 
多根介護老人保健施設てんぽーざんでは、令和 4 年 4 月より、多根総合病院から常勤医師 1 名を迎え、管理者兼施設
長として就任しており、非常勤医師との 2 名体制にて、長期入所、短期入所、通所リハビリテーションの各サービス
の管理をおこなっています。 

 
 
 
【特色・トピックス】 
介護老人保健施設運営を行う中で、法人内だけでなく、地域の関連機関との連携も重要視すべきという観点から、港
区医師会や在宅サービスの要である地域の介護支援専門員の集まり（介護支援専門員連絡会）にて当施設の PR を行
い、介護支援専門員と密な連携がとれるようにしています。また、法人内の取組であるベッドコントロールシステム
を活用し、依頼のあった利用者については、速やかに受け入れるよう努めています。利用者の自立支援、安全、満足度
を基本としながらも、職員の負担軽減を目指して業務の効率化を進めています。また、リハビリ職員の人数が揃えば、
加算型から強化型への移行を実施予定です。 
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◆看 護 ／ 介 護 
 
【部署概要】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【診 療・部署体制】 
施設長 1 名 
事務長 １名 
療養課長 1 名 7 階・8 階・通所リハビリテーション 
エグゼクティブアドバイザー 1 名 
施設介護支援専門員 1 名 
看護主任 看護師 7 階 1 名 8 階 1 名 
看護師 7 階 3 名 8 階 2 名   准看護師 7 階 1 名 8 階 2 名 
介護主任 介護福祉士 8 階 1 名 
介護主任 介護福祉士 通所リハビリテーション相談員 1 名 
介護副主任 介護福祉士 7 階 2 名・8 階 1 名 
介護福祉士 7 階 8 名 8 階 10 名 
介護士（派遣含む） 7 階 9 名 8 階 7 名   

 
【特色・トピックス】 
入所依頼時は速やかに検討会を実施し、早期の受け入れを行っている。 
入所時訪問を実施しセラピストによるリハビリ以外にケアプランでもフロアで行う個別リハビリを計画・実施・評価
を行っている。緊急短期入所の対応見直しも行いスムーズな受け入れを行っている。 
通所リハビリもセラピストによるリハビリ以外にデイケアフロアでリハビリを行い、利用者の身体状況や希望に沿っ
た身体機能訓練の提供を継続的に実施している。 

 
【診療・部署実績】 

1.業務の効率化を図り、かつ質の高いサービスの提供 
 ①各マニュアルの見直し 
 ②介護士リーダーの定着 
 ③看護師の実践力の向上 
 ④ACP プロジェクト（老健の ACP ノート作成） 
  ⑤アクションプランへの取り組み 
 ⑥書類の見直し 
2.介護士ラダー導入（介護職員教育プログラム） 
3.留学生への支援（国家試験 1 名合格） 

病棟 定床 部署概要

7階 50

要介護認定を受けた方が対象である。「今できることを維持」し「工夫
すればできること」で利用者のできることを多くするためのサービスを
多職種が協働して行い、家族の意向も踏まえケアプランを展開してい
る。入所者のその人らしさを支えながら看取りケアも行っている。

8階 50
認知症専門棟である。認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ，ⅣまたはMに該
当する方が対象である。中核症状、周辺症状（BPSD）が見られる利用者
に対して尊厳を尊重しつつ安全に配慮したケアを心がけている。

通所リハ
ビリテー
ション

60

要支援から要介護5までの介護保険利用者、短時間リハビリを対象として
いる。居宅サービス計画書に沿って理学療法士・作業療法士が通所リハ
ビリテーション計画を立案し実施、居宅ケアマネージャーと連携し在宅
生活が継続できるように支援している。
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4.学生実習受け入れ 
 １）大阪公立大学医学部地域医療実習 
 ２）老年看護学実習 
   大阪公立大学 
   大和大学 
   大阪医療看護専門学校 
   大阪府病院協会看護専門学校 
   大阪保健福祉専門学校 
 ３）介護  
   大阪キリスト教短期大学 
5.介護テクノロジーHug 購入予定 
 
 
 
 
    
 
 
 
 

 
 
 

【学会発表】  施設： 
多根介護老人保健施設てんぽー

ざん 
部署： 7 階、8 階 

会名称 第 35 回全国介護老人保健施設大会 岐阜 

発表テーマ いつも心はアドバンス・ケア・プランニング～ACP についての取り組み～ 

日時 2024 年 11 月 14 日 

発表者 三田 眞也 
場所 長良川国際会議場 

会名称 第 35 回全国介護老人保健施設大会 岐阜 

発表テーマ あなたの笑顔が見たいから～固定チームケアの取り組み～ 

日時 2024 年 11 月 14 日 

発表者 浅野 康二郎 
場所 長良川国際会議場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2024年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
病床利用率 90.8 86.4 86.9 93.4 95.6 92.7 91.7 94 90.2 91.3 95.3 92.6
在宅復帰率 80 16.6 60 83.3 66.6 50 50 66.6 28.5 66.6 71.4 0
平均在所日数 279.3 217.6 178.1 202.6 229 143.7 140.4 194 166.1 174.5 209 308.2
入退所前後訪問数 5 7 12 6 11 8 11 6 6 9 4 10
病床利用率 86.4 86 90.5 97.9 95.6 96.8 90.3 86 88 95.3 93.2 90.2
在宅復帰率 50 25 0 0 60 40 11.1 0 0 25 0 20
平均在所日数 331.2 321.2 556.8 267 226.4 212.7 244 164.5 239.2 242.8 282.4 215.5
入退所前後訪問数 2 2 7 5 6 3 4 4 5 3 1 6

通所
リハ

32.9 33.8 34.2 35.9 33 30.7 30.9 31.9 32 31 30.2 30.6

7階

8階
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◆療養課 リハビリ 
 
【部署概要】 
長期入所：心身機能、日常生活活動の維持、改善を図り、在宅復帰を目的としたリハビリを提供している。                                                                     
     ①入所後３か月以内は短期集中リハビリを週３回以上の個別リハビリで対応している。 
     ②入所後３か月以降は週１回の個別リハビリ、週１回の集団リハビリで対応している。 
短期入所：スムーズに在宅生活に戻れることを目的とし、自宅で課題となっている動作の練習や入所中の廃用症候群
予防のリハビリを提供している。 
通所リハ：心身機能、在宅介助量の維持・改善や社会参加の拡大を目的としたリハビリを提供している。 
     ①退院、退所後３か月以内は１回 40 分、週２回以上の短期集中リハビリにて対応。 
     ②短期集中リハビリ以外は必要性に応じた個別リハビリ時間にて対応している。 
     ③リハビリに特化した短時間通所リハビリ（１～２時間通所リハビリ）も対応。 

 
【診 療・部署体制】 

2023 年９月より理学療法士 1 名増員し、理学療法士 4 名、作業療法士 1 名で入所 100 床と通所リハビリ 1 日当たり
定員 60 名に対応している。 
リハビリ訓練室面積は入所 100 ㎡、通所 50 ㎡となっている。 
リハビリの実施以外に、入所利用者に対しては入所前後訪問指導、退所前後訪問指導、ケアカンファレンス、退所時カ
ンファレンス等の参加も実施している。 
通所リハビリ利用者に対しては居宅訪問指導、リハビリ会議（リハマネ加算 ロ）、サービス担当者会議への参加も実
施している。 

 
 
【特 色・トピックス】 
 
・長期入所：2024 年度の退所者数は自宅への退所 41 名、有料老人ホーム等の居宅系施設への退所 6 名、特別養護老
人ホームへの退所 46 名、他老健への退所１名であった。自宅退所に関する支援として福祉用具導入の助言や利用者、
家族等へ動作指導を行っている。また、自宅退所後に通所リハビリを利用する利用者に対しては利用者の安心のため、
可能な限り入所時のリハビリ担当者が引き続き担当している。 
・通所リハビリ；居宅訪問指導を実施し、自宅環境や現在の ADL を評価している。評価に基づき自宅での生活を継続
することが出来る様に、ADL の向上や介助量の軽減のためのリハビリプログラムを提供している。また、福祉用具導
入の助言や家族等への介助指導を行っている。その他、利用者のニーズに応じて社会参加への取り組みも助言してい
る。 
また、祝日営業に対する利用者ニーズがあることから、月曜日の祝日営業を行っている（年末年始除く）。 

 
【診 療・部署実績】 
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【学会発表】  施設： 
多根介護老人保健施設てんぽー

ざん 
部署： リハビリテーション科 

会名称 第２２回大阪病院学会 

発表テーマ 加算型介護老人保健施設における在宅復帰に関する要因分析 ～リハビリテーションの視点から～ 
 

日時 2023 年 10 月 8 日 

発表者 池田 陽一 

 

場所 
グランキューブ大

阪 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
◆医療生活相談室 
【部署概要】 
てんぽーざん、第二病院における相談、利用調整を行っている。 
相談受付時には第二病院・てんぽーざんどちらの対象か明確ではないことや、利用調整の途中で対象施設が変更とな
る場合もあるため、業務内容についてはてんぽーざん・第二病院双方を含んだ内容となる。 
主な業務内容は、入院・入所・ショートステイの利用調整（相談受付からサービス利用に至るまでの調整過程全てを含
む）、退院・退所調整等である。 

 
 
【診 療・部署体制】 
第二病院の業務と兼務して４名体制で行っている。 

 
【特色・トピックス】 
昨年度と比べて総合病院からの受入れが大幅に増えたが、治療が必要な状態となり、総合病院へ再入院となることも
多かった。病状的に重症な方の受入れが増えた印象がある。                                                      
今年度も加算型の維持はできている。更に入退所をバランス良く調整して空床を減らし、ショートステイ件数も維持
できるように取り組んでいきたい。 

 
 
【診 療・部署実績】 

2023 年度実績 
新規相談：512 件（第二病院分も含む） 
新入所：165 件 
ショートステイ：315 件 
入退所訪問：133 件 
退 所：147 件（自宅 48 件、死亡 22 件） 
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◆栄養科 
 
【部署概要】 
栄養管理業務は、入所利用者一人ひとりに対し栄養スクリーニング・アセスメントをして、栄養ケアプラン（栄養補
給方法、栄養量、嚥下機能に合わせた食形態など）を作成し、定期的にモニタリングを行い、栄養管理を実施してい
ます。居室訪問では、個々の利用者に合わせた、食事栄養相談を行っています。栄養マネジメント強化加算を算定し
ているため入所者一人ひとりに合った食事形態の食事がさらに提供できるよう努めます。 
給食管理業務は、多根第二病院と併設のため同一厨房にて通所を含め全ての食事を調理しています。老健では、温冷
配膳車を使用し、通所では、カウンターから対面で適切な温度で食事を提供しています。旬の食材を使用し季節を感
じられる献立を心がけ、月に数回行事食・イベント食を提供し食事を楽しんでいただけるよう努めています。 

 
【診 療・部署体制】 
〔栄養管理業務〕 
・管理栄養士2名 
〔給食管理業務〕 
・委託給食（日清医療食品KK） 
スタッフ 栄養士1名 調理師1名 調理員4名 

【特 色・トピックス】 
1.栄養ケアマネジメントの作成 
2.経口維持加算、栄養マネジメント強化加算、栄養アセスメント加算、口腔・栄養スクリーニング加算の取り組みを
多職種と連携しミールラウンド及びカンファレンスの実施 

3.栄養管理委員会の開催 
4.栄養相談の実施 
5.行事食、イベント食、郷土料理の実施 
6.カンファレンスへの参加 
7.褥瘡対策委員会、CS・行事委員会、高齢者虐待防止推進委員会、感染対策委員会、衛生委員会への参加 
8.大老協西部ブロック栄養士部への参加 
9.おやつレクリエーションの実施 
10.栄養科だよりの作成、掲示（各フロア） 
11.嚥下食の見直し及び嚥下機能に応じた食品の検討 
12.備蓄食品の見直し 
                                                                                                                                                                            

 
 
【診 療・部署実績】 
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♦薬局 
【部署概要】 
 

 調剤業務、注射業務、医薬品情報管理業務、医薬品管理業務を中心に医薬品の安全管理と適正使用を促進する業務
を行っている。 
〔方針・目標〕 
 1. 医薬品情報を加味した安全かつ安定な医薬品供給に努める。 
 2．医師の処方に基づき、患者様の薬物療法に貢献する。 
 3．他部門との連携を進めながら、業務の効率化を図る。 
 4．医薬品費の抑制として、後発医薬品の採用促進に努める。 

 
 
 
【診 療・部署体制】 
〔スタッフ〕 
  薬剤師 1 名（｢多根第二病院｣兼務） 
〔調剤業務〕 
  入院処方箋枚数 月平均 880.8 枚 
〔注射業務〕 
  入院注射箋枚数 月平均 15.4 枚 
〔医薬品情報管理業務〕 
  医薬品情報の収集・管理、関連部署への薬剤情報の提供、副作用情報・緊急安全性情報の提供、 

主な採用医薬品の錠剤識別表の配布、薬剤部ニュース発刊、院内医薬品集発刊 
〔薬物的管理業務〕 
  医師の処方に基づき薬剤管理を行い、入所者様が安心して安全に納得して薬物療法を受けられるように 

心がけている。 
  病棟、患者家族の要望により、説明、情報提供を行っている。 
  全ての長期入所者様の持参薬を鑑別報告している。 
  退所時「お薬説明書」を作成し、交付している。 
〔医薬品管理業務〕 
  在庫数、保管状況、使用期限の管理を行っている。 
  病棟配置薬に関しても、月 1 回確認している。 

 
 
 
 
【特 色・トピックス】 
・2010 年１月よりすべての長期入所者様に一包化調剤を行っている。 
・2011 年 8 月より、アンプルなどの単剤についても交付している。 
・2012 年 4 月より、医療生活相談室からの要望により老健入所判定会の資料として処方薬を鑑別し、 
 当院採用の代替医薬品と薬剤費の概算を報告している。 
・2013 年 3 月より、定期処方の開始曜日を全病棟「木曜日」に統一した。 
・2014 年 6 月より、注射薬の交付について処方ごとにアンプル・バイアルをセットしている。 
・2015 年 4 月より、従来 栄養科が注入食に添付していた補正用の食塩を看護部門からの要望を受 
 けて薬局から定期処方と共に交付している。   
・2017 年 6 月より、電子カルテの可動により薬剤業務がシステム化された。(医薬品在庫管理を除く) 
・2018 年 12 月より、毒薬及び覚せい剤原料については、病棟・薬局双方で確認（押印）して交付 
 している。 
・2019 年 6 月、災害時の備蓄として、下記医薬品を 5F、6F 病棟に分割して設置した。 
・2021 年コロナ禍において、ｺﾛﾅｳｲﾙｽ RNA ﾜｸﾁﾝの希釈・分注を行っている。 
・2022 年 条件付き BOX を作成し、病棟での頓服薬の在庫の効率化を図った。 
・2023 年 より安全に注射投薬を行えるように注射監査システム「F-AUDIT」を導入した。 
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・2024 年 広域抗菌薬使用患者の一覧を作成 
 

 
【診 療・部署実績】 
 
〔後発医薬品採用率〕 
  後発医薬品のある先発医薬品に対する後発医薬品採用率（品目数）：84.6％ 
 
〔処方箋枚数・調剤件数〕 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
◆事務部 
【部署概要】 
事務部は、多根第二病院の管理部業務内容を兼任して事務部門及び施設管理を担当している。業務内容として、窓口
業務及び保険請求業務、管理統計資料の作成、経営指標の資料作成等の事務職以外に患者や利用者の搬送および送迎
業務、また施設管理も行っている。当施設が提供しているサービスは、介護保険の認定を受けておられる方々に対し、
入所（２療養棟１００床。対象：要介護１以上。１か月以上～３カ月程度の入所期間を目途）、短期入所療養介護（空
床利用型。対象：要支援１以上。１泊２日から。最大３０日利用まで）、通所リハビリテーション（定員60名。対象：
要支援１以上。〕となっている。なお入所において７階と８階の二つの療養棟のうち、８階は認知症が重度の方（認知
症の診断がありかつ、日常生活自立度Ⅲ以上）を受入れている。利用目的は、リハビリをして在宅復帰を目指す、家族
様の介護疲れのレスパイト、看取り等、多岐にわたり、地域の皆様のADLとQOLの向上に貢献している。事務部はこ
れらのサービスを利用者様に円滑に利用していただけるよう努めている。 

 
【診 療・部署体制】 
老健てんぽーざん所属は、事務長1名・部員2名としているが、業務内容は併設の多根第二病院の部員と共に両施設の
事務・管理業務を兼務。2021年10月の組織体制改変以後、老健・病院それぞれに事務長が配置され、2024年度は両施
設合わせ、事務長2名、シニアアドバイザー1名、部員6名の9名体制。 
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【特 色・トピックス】 
多根介護老人保健施設てんぽーざんは、介護保険が導入された 2000 年から開設運営している。老健は利用者が自宅等
で生活できる状態に回復させることを主な目的としており、入所サービスと居宅サービスを効率的に運用し、利用者
や家族に質の高いサービスを提供することを心がけている。なお 2019 年 1 月から在宅復帰加算型施設として運営し
ており、2021 年 10 月より部署名称が管理部から事務部へ変更となっている。 

 
【診 療・部署実績】 
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社会医療法人きつこう会 


